
県内は、全国と比べて高齢化率が高く、今
後さらなる医療費が増加してくるおそれがあり
ます。

(参考）
○高齢化率の比較(2005年）

国：２０％ 熊本県：２３．８％

※高齢化率：65歳以上の高齢者が人口に占める
割合

平成２０年度から、医療保険者には、４０歳
以上７４歳以下の加入者に対する「特定健康
診査・特定保健指導」が義務化されました。

(参考）
○特定健康診

メタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群）に着目し
た健診。

○特定保健指導
特定健康診査結果から生活習慣病の発症リスクが

高く、生活習慣改善により予防効果が多く期待できる
方に対して、生活習慣を見直すサポートを行うもの。
動機付け支援と積極的支援に分かれる。

「特定保健指導」の期間は６ヶ月だ
が、次回の検診は１年後に実施。

保健指導終了後のフォローと
して、定期的な運動の継続

本県の健康問題を取り巻く状況

介護予防等や生きがいつく
りにスポーツが果たす役割
は大きいと考えられます。
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